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　大多喜高校同窓会会員の皆様におかれま
しては、ますますご清祥のこととお喜び申
し上げます。

　今年は、異様に早い梅雨明けで今夏は猛暑かと思われまし
たが、その後戻り梅雨のような不順な気候が続いております

（７月16日現在）。昨年の今頃は東京オリンピック・パラリン
ピックが57年ぶりに開催され、コロナ下とはいえ世界中のア
スリートたちが自国の名誉をかけ最高のパフォーマンスを見
せてくれました。
　しかしながら、今年の２月にはロシアによるウクライナ侵
攻が始まり、毎日映像で見るウクライナの人・物の崩れ落ち
る戦争の惨状を見て本当に心が痛みます。また、一国の元総
理が街頭演説中銃弾に倒れ亡くなるという、治安の良さで
売っている日本では考えられないことが起き、さらにいった
ん収まったかと思われたコロナがBA−５の変異株により再び
まん延の兆しがみられるなど国内外とも暗いベールにかかっ
たような世相になっております。
　いま日本は、新しい資本主義や、財政再建、社会の分断の
打破、価値観の多様性、持続可能な社会・経済発展など色々
なことが言われています。しかしながら、これからは、かつ
てのような高度経済社会のような発展は望めないのではない
のでしょうか。
　作家の五木寛之は、３・11の東日本大震災直後に著した

「下山の思想」の中で、「私たちは明治以来、近代化と成長を
続けてきた。それはたとえて言えば、山に登る登山の過程に
あったといえるだろう。然し今この国はいや、世界は、登山
ではなく下山の時代に入ったように思う。…下山の先進国、
ギリシャ、イタリア、スペインも英国もすべて下山の先進国
であり、アメリカも下山にさしかかっている。私たちがもし
アメリカに学ぶべきものがあるとすれば、発展と成長の過去

ではなく、大国が急激な下山をどう成し遂げるかを注目すべ
きなのだ。…今、私たちは下山の途中にあり、これからは、
私たちは実り多い豊かな下山を続ける必要があるのだ。」
　また五木は、「…明治期の作家たちは、みな鬱を抱えて生き
ていた。「不機嫌な時代」といわれるゆえんである。一方では
明るい国家的成功があり、一方では急激な近代化の矛盾が大
きな影を落としていた時代である。…明治の流行語の一つ
に、「暗秋」というのがあった。漱石も、鴎外も荷風もみなこ
の語を用いてみずからのなんとも言えない鬱屈した感情を託
した。…明治から大正の初期くらいまで、それは人々のひそ
かに愛する言葉だった。やがて軍国主義の流れの中で「暗秋」
などという不景気な言葉は消えていく。…」と言っています。
　私は、日本がこれまでデフレからの脱却を図るとして種々
の施策を展開しアベノミクスなどを推進してきたけれど、な
かなか思うような成果は上がっていない状況にあることか
ら、五木の「下山の思想」の考え方に納得するものです。
　これからは今日の憂鬱な世相を少しずつ乗り越え、グロー
バルな視点から将来を見据え高望みした経済発展ではなく、
我々を取り巻く環境や福祉、教育などの充実を図りながら元
気に賢くこころ豊かな下山を続けていかなければならないと
思います。
　さて、在校生の皆様は120年の歴史と伝統に輝く「大高生」
として勉学と品格ある生活態度で引き続き頑張って欲しいと
思います。また、同窓会会員の皆様には素晴らしい「大高」
は変らず進化を続けておりますので皆で母校の応援をお願い
します。
　結びに、中間芳秀校長先生をはじめ、諸先生方の教育に対
する情熱に敬意と感謝を申し上げますとともに、母校の一層
の発展並びに同窓会会員の皆々様のご健勝を祈念し挨拶とい
たします。

　日頃より同窓会会員の皆様方には、母
校の発展と生徒の育成に多大なる御支援
と御協力を賜り、厚く御礼申し上げます。

　私は、昨年４月に着任し２年目を迎えます。この間、同窓
生の皆様方には、大多喜町をはじめ近隣の市町に伺う機会の
度に、お声掛けや御助言をいただきました。皆様方の御厚情
に心より感謝申し上げますとともに、今後も母校発展のため
微力ではありますが、尽力してまいりますので、よろしくお

願いいたします。
　さて、今年度の本校の特色ある取り組みを２点紹介します。
　１つ目は、創立120周年記念式典に続いて、千葉工業大学
理事長 瀬戸熊 修様（昭37年度卒）の計らいで、６月27日

（月）に県内普通科設置校として初めて、千葉工業大学と高
大連携協定を締結しました。世界最先端の宇宙工学、ロボッ
ト開発等、「夷隅は遠く世界を目指す」という校歌の歌詞を
も超える、宇宙規模で開発を推進されている千葉工業大学と

会長挨拶� 同窓会長　 猿田　寿男（昭42高）

令和４年度同窓会報� 校長　 中間　芳秀（昭57高）
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　令和４年度、本校は今年度千葉工業大学と高大連携協定を結びました。
　６月27日、１年生を対象に講演をしていただき、同日高大連携協定締結調印式が行われました。
　左から松井孝典学長、中間芳秀校長、瀬戸熊修理事長（本校38高卒）です。本校１年生が松井学長に特別講演をしていただ
き、終りには瀬戸熊理事長からも一言いただきました。生徒にとって、有意義な時間となりました。
　また、１年生を対
象に千葉工業大学か
らiPadが貸与されま
した。今年度より校
内Wi-Fiが使えるよう
になりましたので、
授業や探究活動で有
意義に活用できるこ
とと思います。

千葉工業大学との高大連携協定調印式
～進化し続ける教育環境、新しい取り組み①～

の連携に、今後おおいに期待しているところです。特に、
ICT（情報通信技術）を活用した授業実践、探究的（自ら課
題を発見し、自ら考察し解決し、自らの考えを表現する）な
取り組み、地域社会の発展、人材育成等に関することなど、
多岐にわたる取り組みができると考えています。
　２つ目は、本年度から「教育職希望者講座」を新たに開設
したところです。これは、地元の児童・生徒を地元出身者の
手で育て、地域に根ざした授業実践を通じ、郷土愛を育み、
いすみ郡市の地域振興に寄与することを目的としています。
年間14回の講座を通じて、教育職の魅力、地域の特色などを
理解し、教育職の素晴らしさ、やりがいを少しでも生徒たち
に感じてほしいという思いから、長期休業前後に、希望する
校種に実習に行ったり、大学の先生からの出張授業を対面で
受講したり、町の教育長さんからの講義なども導入し、地域
一帯となって実施をしています。次年度からは、単位の認定

や発展版の講座の開設を目指して、現在検討しているところ
です。
　コロナ禍３年目を迎えていますが、生徒たちは、落ち着い
た学校生活を送っています。明るく、元気に登校し、授業、
部活動、学校行事に積極的に取り組んでいます。仲間同士の
つながりや、自分自身で考え行動することを、これまで以上
に求められる状況下、学校行事では、他を敬い協力して事に
あたり、部活動の大会では、最後まであきらめず可能性のあ
る限り戦う姿に、大高生の魅力を感じています。
　120年を超える歴史と伝統に輝く「大高生」としての、自
覚と誇りを持ち、伝統を受け継ぎ、新たな創造を目指し、 優
しさと強さを兼ね備えた人材を育ててまいります。
　おわりに、同窓生の皆様には、今後とも本校生徒のため変
わらぬ御支援、御協力を賜りますよう、併せて皆様方の益々
の御発展を祈念申し上げ、挨拶といたします。

　今年度から、将来、保育・幼稚
園、小学校、中学校、高等学校、
特別支援学校の先生を目指す生
徒を対象に、講座が始まりまし
た。母校での教育体験実習、小学
校での読み聞かせ活動、高大連携
による特別授業など、１年間で
様々な活動に取り組みます。

教育関係職希望講座が始まりました！
～進化し続ける教育環境、新しい取り組み②～
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　県教育委員会は、10年後には県下の中学校卒業者数が大
幅に減少する見込であることを踏まえ、2022（R4）年度か
ら2031（R13）年度末を目標年次とした「次期県立高校改革
推進プラン」を現在作成し、高校改革を推進する予定です。第
７学区（長生・夷隅地域）は、2022（R4）年度から2031（R13）
年度末で中学校卒業者数は、26.6％減少します。「高校改革
推進プラン」では、郡部の１校当たりの適正規模を原則１学年
４～８学級、県下で10組（統合対象校の組数）程度の統合を見
込んでいます。前回の県立高校再編を経て、夷隅郡市（大多喜
町、御宿町、いすみ市、勝浦市）に６校あった県立高校は、現
在、大多喜高校（以下、大高と略）と大原高校の２校になってし
まいました。
　県教委は、2021（R3）12月～翌年１月にかけて、「次期高
校改革」について、県民にパブリックコメント（意見公募）を求
めていましたので、私は以下のような意見を提出しました。

『　』内が提出した原文です。

『　今後､一層過疎化・少子化が進行する太平洋岸の郡部に居
住する者として、郡部の県立高校の配置の重要性について、以
下考えを述べる。
１ 　過疎地域自治体にとっては、「県立高校の統合問題」は、単

に教育問題ではなく、「自治体」が継続するか否かの死活問
題となっている。どの自治体も、若者の定住促進に力をいれ
ているが、若者（保護者）の立場に立つと、県立高校のない

（または選択の少ない）地域に若者の定住は、進んでいな
い。次世代の生まれない自治体の前途は厳しい。

２ 　「前改革推進プラン」等を通して、郡部では県立高校の統合
は、充分行われた。地域から、今でも少ない数の県立高校が更
に、少なくなると生徒の多様なタイプの学校選択ができなく
なる。また、身近に県立高校がない場合、長距離通学・交通手
段・定期代等の生徒及び保護者の負担は加重になるなど、教
育の機会均等の原則にも反する。更に、長距離通学した生徒
は､地元に戻らず都市部で就業し、地元の過疎化に拍車がか
かる。極力、地元の生徒は地元で育成する視点が大切。

千葉県の「県立高校改革」の動向と過疎地域における県立高校の役割

同窓会副会長　加藤　茂範（昭45高）

　最初に大多喜町教育委員会の宇野教育長を講師にお招きして、『教育の魅力について』講演をいただきました。本校出前授業
の一つとして、大多喜中学校の鶴岡校長先生にも講演をいただきました。

　植草学園大学による高大連携特

別授業（２日間）も行われまし

た。夏休みを利用して、保育園・

小中学校での体験実習なども行わ

れています。

　地域の保育園・小中学校に協力いただいて希望の体験実習を行うことがで

きています。コロナ禍であまり活動のできない学校が多い中ですが、大多喜

高校の生徒達は色々な機会を与えていただいて都市部の学校に負けないくら

いの活動ができています。
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支部・ＯＢ会だより支部・ＯＢ会だより

 大多喜支部

　同窓会大多喜支部では本年５月27日に支部総会をコロナウ
イルス感染防止対策の関係で３年ぶりの開催となり、平林後
援会長、中間学校長をお招きして大多喜町中央公民館におい
て開催させて頂きました。
　総会では事業報告、決算報告、事業計画、予算が承認され
ましたが、コロナ禍ということで思ったように事業も遂行す
ることが出来ませんでしたが、皆様のご協力により先輩役員
の皆様が築き上げてきた親睦ゴルフ大会は何とか開催させて
頂き会員の親睦を深めることが出来ました。
　議事終了後同窓会事務局より学校の現状報告があり入学者
の状況や卒業生の進路等の報告を受けました。
　なお、本年も10月26日（水）に大多喜カントリークラブ
で開催予定ですので会員の皆様の参加をお待ち申し上げてお
ります。
　一日も早く、このコロナウイルスが終息することをお祈り
申し上げます。

大多喜支部長　花﨑　喜好
 

 女子高支部

　女子高支部では５月22日に総会を予定していましたが、今
年度も書面開催としました。少しずつ状況にあわせての活動
になりますが、未だ先の見えないところです。学校生活も早
く平常に戻ることを願っています。

女子高支部長　中村　美智子

  大原支部

　大原支部では、７月６日役員会を開催し、令和４年度の支
部総会は中止と決定しました。
　昨年７月13日の役員会で、例年10月に開催していた支部
総会を、令和４年２月に延期することを決定しましたが、今
年も中止しました。早期のコロナ禍の終息を願います。
 

 岬支部

　岬支部では例年10月中旬に総会を予定していますが、こ
のところ書面開催となっております。活動が制限され、心配
は尽きません。
　支部の活動についてあまりできていない現状ではあります
が、この機会を利用して新しい人達にも積極的に活動に参加
して、地域の活性化につとめていただければとおもいます。
 

 経友会報告

　経友会は、当初、郷里を離れた同窓生が、母校への支援と
会員相互の親睦を目的に発足しました。現在は、主として年
２回（初夏・秋開催）のゴルフコンペを実施しております。
コンペは、母校近くのゴルフ場を会場に行われております。
同窓生であればどなたでも参加を歓迎いたします。
　（1）第76回ゴルフコンペ 令和３年11月16日開催、会場
南茂原ＣＣ、13名参加。
　晩秋の曇時々晴れ、無風の絶好のゴルフ日和の中で行われ

３ 　「次期改革推進プラン」の「県立高校の適正規模・適正配
置」では、郡部の１校当たりの適正規模を原則４～８学級と
しているが、この適正規模の根拠とは何か、郡部なりの適正
規模があってよい。他県で実施しているように、もっと少な
い学級数でもよいのではないか。

４ 　１学級、40名定員にこだわる必要はなく、「過疎地特例」
として30名定員を実現して頂きたい。千葉県全体の均衡あ
る発展の観点からすれば、過疎地（少子化）だから県立高校
の統合ではなく、過疎自治体の存続・活性化のためにも、過
疎地の特性に充分な配慮をした「県立高校の改革」を推進し
て頂きたい。　』

　なお、私の知っている範囲では、他の２名の方も過疎地域の
県立高校が減ることへの懸念から、また、大高の存続を願っ
て、各自の考えを書面で提出しました。
　「高校改革推進プラン」では、郡部の１校当たりの適正規模
を、原則１学年４～８学級としてありますが、この適正規模の
意味が不明です。私は地域の特性に応じて、柔軟な学級編成で
よいと思います。さらに、現在の１学級40名定員を「過疎地特
例」で30名定員でもよいと考えます。
　地域の中学校卒業者数の減少等もあり残念ながら大高は、
志願者が本年度を含めここ５年間募集定員（１学年４学級

160名）を下回っています。夷隅郡市から大高へ通学する生徒
の割合は、2009（H21）年度76％、2017（H29）年度79％、
本年度72％です。夷隅郡市以外の長生郡市・市原市等からも2
～ 3割の生徒が通学しています。それだけ大高は、幅広い地域
から期待されている存在です。
　学校が統合されますと、①通学時間が増して、学業や部活動
に影響が生じ、さらに保護者の経済的負担が増えます。②中学
生は多様なタイプの学校を選択できなくなります。③交通機
関の不便さも増します。④地元で地域の将来を担う若者を育
てることが難しくなります。⑤長期的には、地域の定住人口の
減少を招き、一層過疎化が進みます。
　千葉県全体の均衡ある発展と教育の機会均等の原則を踏ま
えた過疎地域にふさわしい県立高校の存続は必要です。
　大高は1900（M33）年の旧大多喜中学校創設から本年度
で、123年目となります。一つの公的組織体が百有余年存続
することは、地域の変わらぬ期待や多くの関係者のたゆまな
い支援等のお陰があってできたことです。
　過疎地域における県立高校を存続させるための課題は、沢
山ありますが今後とも大高の存続と発展のため、同窓諸氏や
地域の皆さんの応援をよろしくお願いします。
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令和３年度　同窓会決算書
【一般会計】

収 入 総 額 4,716,334円

支 出 総 額 2,514,827円

差 引 残 額 2,201,507円（次年度へ繰越）

収入の部 単位：円

科　目 予算額 決算額 増減額 説　　明

繰 越 金 2,995,089 2,995,089 0 令和２年度繰越金

入 会 金 710,000 710,000 0 5,000円×142名

賛 助 金 800,000 981,226 181,226 同窓会報発行賛助金

雑 収 入 11 30,019 30,008 寄付金・預金利息

計 4,505,100 4,716,334 211,234

支出の部 単位：円

科　目 予算額 決算額 残　額 説　　明

会 議 費 300,000 34,600 265,400 総会補助、役員会費

運 営 費 300,000 172,880 127,120 事務費、通信費、慶弔費

活 動 費 600,000 261,760 338,240 支部活動費、旅費等

広 報 費 2,000,000 1,247,677 752,323 同窓会報発行代

予 備 費 1,305,100 798,050 507,050 エアコン設置費

戻 入 0 −140 140

計 4,505,100 2,514,827 1,990,273

【特別会計】
収 入 総 額 3,727,741円

支 出 総 額 0円

差 引 残 額 3,727,741円（次年度へ繰越）

収入の部 単位：円

科　目 予算額 決算額 増減額 説　　明

繰 越 金 898,720 898,720 0 令和２年度繰越金

雑 収 入 80 2,829,021 2,828,941 預金利息、補助金返金

計 898,800 3,727,741 2,828,941

支出の部 単位：円

科　目 予算額 決算額 残　額 説　　明

繰 出 金 0 0 0

予 備 費 898,800 0 898,800

計 898,800 0 898,800

ました。
　（2）第77回ゴルフコンペ 令和４年６月28日開催、会場大
多喜ＣＣ、15名参加。
　異例の短い梅雨が明けた直後で、快晴、無風の中行われま
した。老若相集った15名の参加者は、プレーを楽しみ、同
窓会のゴルフにふさわしいものとなりました。特筆すべき
は、前回に続き昭和29年度卒業の３名の先輩方が参加して
くださったことです。先輩方は､今年86歳になられますが、
皆さんお元気ではつらつとプレーしていたのが印象的でし
た。ゴルフが生涯スポーツと言われる所以を再認識した次第
です。
　参加者一同の善意による母校に２万円の寄付があったこと
を併せて、報告いたします。
　　　　経友会役員　
　　　　　会長　引田紘一　（S33年度卒）
　　　　　幹事　秋田幸一　（S46年度卒）
　　　　　　　　☎090−3217−9493
　　　　　幹事　太田雅彦　（S58年度卒）
　　　　　　　　☎090−8872−1912

 サッカー部ＯＢ会活動報告

　サッカー部ＯＢ会では、令和３年８月28日に大多喜町中
央公民館において第20回定期総会を開催し、サッカー部の
支援及び地域サッカー普及振興に引き続き取り組むことを確
認しました。懇親会は中止とし、総会のみの開催となりまし
た。
　地域サッカーの普及振興活動として、サッカー部ＯＢ会の
主催により少年サッカー大会を主催してきましたが、ここ２
年間（第20回、21回大会）は、新型コロナウィルス感染拡
大防止のため中止としました。小学生を対象としたこのサッ
カー大会は、千葉県小中学校体育連盟が主催する学校行事と
しての小学生大会における夷隅郡市の頂点を決する大会がな
いことから、本少年サッカー大会が地域の優勝チームを決定
する大会として認知されてきました。前述の通り令和２年、
３年と中止となり、小学生には残念な状況となってしまいま
した。本年は、第22回大会を12月10日（土）に開催すべ
く、準備を進めているところです。

サッカー部ＯＢ会事務局　小髙　得滋

監　査　報　告　書

諸帳簿並びに証拠書類を精査したところ、適正であることを認めます。

　　令和４年９月２日

　　　　監　　事

　　　　監　　事

監　査　報　告　書

諸帳簿並びに証拠書類を精査したところ、適正であることを認めます。

　　令和４年９月２日

　　　　監　　事

　　　　監　　事
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部活動状況　

令和４年

第46回全国高等学校

総合文化祭

美術・工芸部門
瀧口　萌奈（３Ａ）

書道部門
前原　叶美（３Ｂ）

部・同好会
体 育 系 男 女 計 文 化 系 男 女 計

柔 道 3 1 4 生 物 3 2 5

剣 道 5 0 5 美 術 2 10 12

陸 上 競 技 9 13 22 書 道 3 7 10

弓 道 24 17 41 マンドリンギター 1 18 19

野 球 21 4 25 演 劇 9 3 12

ソ フ ト テ ニ ス 9 4 13 英 語 2 9 11

バ レ ー ボ ー ル 18 12 30 吹 奏 楽 8 22 30

バスケットボール 13 17 30 茶 道 3 13 16

サ ッ カ ー 25 3 28

卓 球 12 4 16

全 合 計 170 159 329

第23回東関東選抜吹奏楽大会
銀　賞

第64回千葉県吹奏楽コンクール
高等学校Ｂ部門　���県代表決定

第28回東関東吹奏楽コンクール
9月10日出場

吹奏楽部
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令和３年度進路状況報告 進路指導主事　山仲　俊一郎

令和３年度を振り返る

　卒業生総数142名の進路決定状況としては、大学が全体の
約49％、短大が約6.3％、専門学校が約28.8％、就職（含公
務員）が約9.8％という割合となり、過去２年と比較する
と、４年制大の割合が減少し、専門学校および就職の割合が
増加していると言える。
　大学に関しては、昨年度は私大進学者75名中53名（約
70.6％）が県内私大に進学したので、今年度も、首都圏へ
の進学を回避する傾向がみられると思われたが、今年度の県
内私大進学者は67名中36名（約53.7％）という数になっ
た。コロナウイルスが恒常化しつつ、そこまで首都圏を敬遠
する動きが目立たなかった。国公立大学には３名の生徒が合
格を果たした。
　就職に関しては、求人数の減少が心配されたが、本校につ
いては大きな影響はなく、ほぼ例年どおりの体制がとれた。
また、公務員では複数の自治体で合格者が生まれた。大多喜
町役場には本年度も採用していただけた。
　コロナ禍という予期せぬ状況の中、思うように事が進まな
かった場合もあったが、各自が進路実現に向けてよく努力を
し、多くが希望進路を実現させた。生徒自身の粘り強さ、保
護者のご支援、学年・担任団のきめ細やかな指導の賜である
といえる。

昨年度の進路指導の概要
（１）�1・２年進路ガイダンス　５月

デジタルツールの活用、模試の有効活用法等説明。
（２） 進路説明会〈３年〉６月 

進学・公務員・民間就職希望に分かれ、留意点や心構え、
今後の日程や諸手続等について説明。  

（３） 夏期・冬期実力養成講座・進学課外授業〈全学年〉
延べ約315名参加。

（４） ２年進路説明会　10月
全生徒に対し、大学・短大、専門、公務員、民間就職
についての基本的な流れ等について説明。

（５） 保護者進路講演会　11月
土橋　英生 氏「進路実現に向けてのマネープラン」

（６） １年職業別ガイダンス　12月
職業に関する知識を深めるよう、11分野に分かれて外
部講師から説明・アドバイス。

（７） ２年分野別進路ガイダンス  12月
分野別に外部講師より、２年生のうちから取り組むべ
きこと、心構えや学習法等について、具体的なアドバ
イス。　

（８） 公務員講座　７月・12月　
希望者対象に、外部講師による説明および公務員試験
対策問題演習。

（９） 進路講演会〈１・２年〉１月　
倉部　史記 氏 「15年後の社会を生き抜くために」

（10） 進路報告会　３月
昨年の録画した動画を１・２年生に視聴させる形式か
ら例年通りの対面方式に戻し実施。

令和３年度卒業生主な進路実績
〔４年制大学〕（国公立・私大50音順）
千葉大・千葉県立保健医療大・都留文科大
植草学園大・大妻女子大・学習院大・神奈川大・亀田医
療大・関西大・神田外語大・共立女子大・敬愛大・國學
院大・国際武道大・国士舘大・駒沢女子大・駒澤大・実
践女子大・淑徳大・城西国際大・城西大・上智大・湘南
工科大・女子栄養大・聖徳大・洗足学園音楽大・千葉経
済大・千葉工大・千葉商大・中央大・帝京大・帝京平成
大・東京情報大・東京電機大・東京農業大・東京理科大・
東邦大・東洋大・日本大・文教大・武蔵大・武蔵野音大・
明治学院大・立教大・立正大・和洋女子大

〔短期大学〕（50音順）
植草学園短期大・大妻女子短期大学部・國學院大学北海
道短期大・千葉経済大短期大学部・千葉明徳短期大・日
本大学短期大

〔専門学校〕（順不同）
千葉県立鶴舞専門・千葉市青葉看護専門・二葉看護学院・
日本健康医療専門・千葉医療秘書専門・東京ＩＴ会計法
律専門・大原簿記公務員専門・大原医療保育福祉専門・
神田外語学院・国際理工情報デザイン専門・日本デザイ
ナー学院・千葉美容専門・佐伯栄養専門　他

〔公務員・民間就職〕（順不同）
千葉県職・茂原市役所・いすみ市役所・大多喜町役場・
トヨタカローラ千葉株式会社・房総信用組合・日宝化学
株式会社千町工場・神保電器株式会社・株式会社せんど
う・株式会社太平洋クラブ

◇令和３年度卒業生進路状況

大 学 短 大 専

門

学

校

就 職 浪

人

・

他

合

計

国
公
立

私
　

立

国
公
立

私
　

立

民
間
・
自
営

公
務
員

男 0 32 0 3 21 5 1 5 67

女 3 35 0 6 20 3 5 3 75

計 3 67 0 9 41 8 6 8 142
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●役員名簿

　

【支部長は各支部で選出していただいています。】

事務局だより

令和４年度
同窓会総会・懇親会のお知らせ

令和４年度
・�本校の「総合的な探究の時間」の取り組みやいす
み鉄道への支援活動、また、千葉工業大学との高
大連携や教職希望者講習の様子が新聞などに取り
上げられました。新しい取り組みも始まり、今後
も積極的に取り組んで行きます。
・経友会より今年も２万円の寄付をいただきました。

●令和３年度年度末人事異動

●異動連絡のお願い
　住所等の異動の折には郵便はがきなどで同窓会事務局に
ご連絡ください。同窓会関係の郵便物が宛先不明で返送さ
れますと会員名簿上での住所は空欄となります。同窓会事
務局では少しでも正確な情報を把握しておきたいと考えて
おりますので、ご協力よろしくお願い致します。

●原稿募集のお願い
　同期会・クラス会・OB会等を開催されましたら、会報
に掲載しますので、ご連絡をお願い致します。また、同窓
会報の『同窓生の声』に寄稿いただける方がいらっしゃい
ましたら、同窓会事務局へご連絡ください。
千葉県夷隅郡大多喜町大多喜481　TEL 0470−82−2621
　　　　　千葉県立大多喜高等学校同窓会

●個人情報について
　個人情報についてですが、同窓会員の情報は㈱サラトに
て一括管理されています。これは、会報の発行や名簿作成
のためです。それ以外の使用は一切行っておりませんので
ご承知ください。

話　題

《転出・御退職された先生方》
片岡　和晃（教頭）　　　H31 ～　３年間
　　　　　　東金商業高等学校（校長）
佐藤由紀子（事務長）　　H30 ～　４年間
　　　　　　長生特別支援学校　再任用
清水　浩憲（国語）　　　Ｒ ３～　１年間
　　　　　　館山総合高等学校　再任用
松田　　理（社会）　　　Ｒ ３～　１年間　再終了
村田　文敏（社会）　　　Ｒ ３～　１年間
　　　　　　茂原高等学校　再任用
渡邉　正之（社会）　　　Ｒ ３～　１年間（昭53高）
　　　　　　茂原高等学校　再任用
牧野　　敦（理科）　　　H29 ～　５年間
　　　　　　敬愛学園高等学校
小河　富夢（英語）　　　H30 ～　４年間
　　　　　　茂原樟陽高等学校
髙師　幸子（実習助手）　Ｒ ３～　１年間　退職
浦上　裕介（書道）　　　Ｒ ３～　１年間　任期満了

《着任された先生方》
森田　圭一（教頭）　　　千葉県文書館（平７高）

林　　明彦（事務長）　　一宮商業高等学校

内藤千津子（国語）　　　市原高等学校

鵜澤　拓雄（社会）　　　大原高等学校　再任用

佐々木智之（社会）　　　生浜高等学校

宮澤　　勝（英語）　　　長生高等学校　再任用

渡邉　　良（理科）　　　新規採用

鶴岡麻美香（実習助手）　新規採用

宮本　明宣（理科）　　　茂原樟陽高等学校　会計年度任用

会 長 猿田　寿男（昭42高）
副 会 長 福山　悦男（昭29高）

近藤　万芳（昭32高）
太田　　洋（昭41高）
加藤　茂範（昭45高）
中村美智子（昭49女）

監 事 地引　敬次（昭41高）
（会計監査） 菰田　　稔（昭45高）
顧 問 齋藤　萬祐（昭32高）

山口　　登（昭37高）
支 部 長 大 多 喜 花﨑　喜好（昭47高）

大 　 原 青柳　英俊（昭38高）
勝 　 浦 竹下　正男（昭47高）
茂 　 原 村杉　　仁（昭31高）
千 　 葉

（千葉大高会） 福山　悦男（昭29高）

岬 橋本　正志（昭44高）
女 子 高 中村美智子（昭49女）
御 宿 渡邉　一義（昭44高）

日 時　10月30日㈰10月30日㈰　午前11時20分〜
場 所　勝浦ホテル三日月
会 費　男性　8,000円　　女性　5,000円
　　　 お問い合わせ、お申し込みは、
　　　 下記までお願い致します。
　　　 TEL 0470−82−2621
 （大多喜高校内・同窓会事務局）

※ コロナ感染症流行の関係で変更があるかもしれません。御了
承ください。


